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波左間漁港

勝浦漁港

小湊漁港
天津漁港

鴨川漁港

富崎漁港

勝山漁港

富津漁港

第1種漁港

第2種漁港

第3種漁港

船形漁港 和田漁港

千倉漁港 南房総外房地域
特産品：アワビ、伊勢エビ、

イワシ、サバ等

館山市
特産品：サバ、あじ、ぶり等

南房総の漁港で水揚げ

まるい鮮魚店

写真:まるい鮮魚店

出典：漁業・養殖業生産統計（2018）

311
234

125 118
83

0

100

200

300

400

三
重

千
葉

和
歌
山

静
岡

徳
島

（t）

○伊勢エビの年間漁獲量
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○アワビの年間漁獲量

千葉県産伊勢エビ
アワビの漁獲量

全国第２位

※：水産品=鮮魚+生鮮貝類
出典：東京都中央卸売市場 市場統計情報（2018）
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○千葉県産水産品の年間出荷量

東京都中央卸売市場に
おける千葉県産水産品
の出荷量は全国第3位

館山自動車道４車線化の整備効果

水産業の物流効率化に寄与

南房総地域は多数の漁港が立地、館山道は首都圏への水産品
輸送ルートとして重要な役割を担う。４車線化による定時性向上

により、更なる物流の円滑化・効率化に寄与！
館山道を利用した水産品の出荷

館山道を利用し首都圏へ水産品を毎日出荷

ICから近いという立地を活かし、朝採れの魚を当日中に一都三県まで配送する新事業
にチャレンジしています。当日配送のためには、物流ターミナルに12時20分までに輸送
する必要があり、定刻に遅れると、代替輸送等の調整で損失に繋がります。そのため、
4車線化前は10時30分頃に出発でしたが、今は11時に出発しても十分に間に合うよう
になり、リスクも回避できます。

出発時間を30分の遅くできることで、より多くの魚種を漁港から取り寄せることが可能になり、また、
注文受付の締め切り時間も伸ばせることで、より多くの注文を承ることができました。

写真:まるい鮮魚店

館山道を利用し、南房総の朝獲れ鮮魚を東京、千葉方面の飲食店へ当日配送
〇朝穫れ鮮魚の配送の流れ

地域の声＜沿線企業＞
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首都圏へ水産品を出荷

漁港 まるい鮮魚店 物流ターミナル 店舗

買付 配送

館山道利用

パッキング 納入

戸口配送

一都三県 100～150店舗

早朝 当日中12：2010：30

12の漁港から

11：00

買付・注文受付・パッキング

買付・注文受付・パッキング

配送・納入

配送・納入

戸口配送

戸口配送

４車線化前

４車線化後

注文受付

出発時間
３０分遅くできる

漁港からの取付時間が⾧くなり
より多くの魚種を買付可能

注文締切時間を延⾧でき
より多くの注文を受けることが可能

4




